
水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準値（案）に対する

意見募集の実施結果について

平 成 ２ ３ 年 月 日

環境省水・大気環境局

土壌環境課農薬環境管理室

１．意見募集の概要

（１）意見募集の周知方法

・関係資料を電子政府の総合窓口（e-Gov）及び環境省ホームページに掲載

・記者発表

（２）意見募集期間

平成２３年１０月２４日（月）～ 平成２３年１１月２４日（木）

（３）意見提出方法

郵送、ファクシミリ又は電子メール

（４）意見提出先

環境省水・大気環境局土壌環境課農薬環境管理室

２．意見募集の実施結果

（１）意見提出件数 ： １通（１件）

（２）提出された御意見と御意見に対する考え方 ： 別紙の通り

資料７



（別紙）

御意見の概要 御意見に対する考え方No.

水産動植物の被害防止に係る農 御意見ありがとうございます。１

薬登録保留基準値案については妥 最終製品としての農薬は、均一に散布し農作

当と考える。 物にむらなく付着させ、効果を十分に発揮させ

しかしながら、難溶性の農薬に るため、有機溶媒等を添加して製剤化されてい

ついては、有機溶媒で水溶解度以 ます。

上の濃度まで溶かして水産動植物 このため、実際の河川等では水溶解度以上の

への影響に関する試験を行うので 濃度で溶解している可能性が考えられることか

はなく、化学的性状から想定され ら、水産動植物への影響に関する試験において

る環境中の通常の状態で試験を行 は供試生物に対して毒性が弱く、かつ、被験物

うべきであり、むしろ微生物によ 質の性質を変えないものであれば、有機溶媒等

る分解の影響を考慮すべきではな の助剤を使用することが認められています。

いか。 また、OECDガイドラインにおいても、農薬に

ついて水産動植物への影響に関する試験を実施

する場合には有機溶媒等の助剤を使用すること

が認められています。

なお、微生物による分解の影響については、

今後の検討の参考とさせていただくとともに、

引き続き科学的知見の集積に努めてまいりま

す。


